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人びとを祀る国家的な軍事記念施設であった一方で︑祭りの参加者や日常の訪問者にとっては︑楽しい遊び場としてあった︒靖国が育んできた記憶文化は︑国家的な 憶 創造 日々の記憶の消費とのあいだの緊張 はらむものだったが︑日露戦争以降︑ ﹁名所﹂としての顔が﹁聖所﹂として 顔に取って代わられることとなった︒ここにいたって︑ ﹁英霊﹂は﹁戦没者 の同義語となりやがて︑ヒロイズムや悲劇︑戦死以上の価値を体現するようになっていく︒それは︑言葉やメタファー 変化だけ 留まらな ︒戦没者が﹁英霊﹂──日本 ために命を犠牲に た神──とし

























































族に求めてもおらず︑また︑遺族からその許可を得てもいないことが改めて示される︒その代わりに︑靖国神社は戦没者遺族年金の受給者のリストを厚生省に要請し その情報を使って︑遺族に無許可で戦没者を祀ったのだ 軍国主義を美化する靖国への合祀に反対する竹中氏だが︑個人的な追悼の権利は擁護する立場をとっているようだ︒靖国合 に反対して裁判で係争中 韓 や台湾や沖縄の原告の人び にとっ ︑戦没者の追悼は個人的な行為である︒竹中氏は︑良心的知識人 よる靖国批判 矛盾を指摘し︑靖国還元主義が﹁国家の戦時中の行動の責任 負いたがらない日本人の傾向を正当化する﹂も だとする︒エージェントとしての代理権を奪われ︑被害者にされた彼らには︑権力の悪用 責任を負うことができないのだ　
靖国神社をめぐる議論のなかで︑竹中氏は︑歴史における行為




よう するものだといえよう︒もちろんこれは︑二者択一の問題ではない︒ふたつ 解釈のあいだの重心をどうずらすかによって︑戦後の記憶空間や過去とのつき か はまったく変わってくるのだ︒私にとって︑竹中氏 著書を読むこと 大きなよろこびであった︒というのも︑今ではなぜ自分が高橋哲哉氏の『靖国問題』を読んで︑その鋭い靖国批判にもかかわらず︑釈然 しない思いを抱いたかを説明できるからである︒ 
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